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教 育 目 標  かかわり合うことが好きな麦っ子を育てる 

重 点 目 標 

１ 個に応じた基礎学力の向上 

 

個に応じた基礎学力の定着を図る

授業づくり 

２ 心の安心づくり 

 

思いやりの心を育む全教育活動で

の道徳教育の推進 

３ 保護者・地域と課題の共有 

 

組織的・計画的な学校開放と保護

者・地域の教育力の活用「 

１ 取組の状況に

関する意見 

・ 目標達成のために多くの取

組が実施されている。 

・ 生き生きと学んでいる様子

がうかがえる。 

・ 小規模校の良さを生かした  

個別の支援が行われており

安心できる。 

・ 学年にあった目標がさだめ

られており、その目標に向か

って一生懸命に取り組んだ

ようすが見られる。 

・ 給食の時間も読書の時間と

して工夫しているところが

よい。 

・ 地域の人が学校に来れるよ

うに声かけをしているが、難

しい。 

２ 目標の達成状

況による意見 

・ ・ いずれの肯定率も高く、数

値目標が達成されている。取

組の成果が認められる。 

 

 

・ すでに目標達成しているこ

とは、すばらしい。 

・ 掲示や賞状などで子どもた

の取組への意欲化が図られ、

全員達成に向けた積極的な

実践がすばらしい。 

・ 目標はほぼ達している。 

３ 取組の適切さ

の検証結果に対

する意見 

・ 校内研修にそって授業改善

が進められていることがよ

くわかり、その成果が表れて

いる。 

・ 今後も継続して取り組んで

ほしい。 

 

・ 学校の読書習慣が「家読」

へと家庭生活の中に根付き

つつある。保護者の理解や協

力が見られる。 

・ 読書をとおして・自分の考

えをもてる子になってほし

い。 

・ 「麦っ子見直し週間」の取

組には、回を重ねるごとに,

成果が見られる。 

 

 

４ 改善方策に対

する意見 

・ 子どもたちに、しっかり「考

える力」をつけさせてほし

い。そのためには、「むぎ・

が・わ・パワー」のパワーで

しっかり授業を充実させて

いってほしい。 

・ 美祢市の「教えて考えさせ

て定着させる」授業改善の取

組の今後に期待している。 

・ 目標達成した児童が達成後

も継続して読書に取り組む

よう、学校で支援を続けてほ

しい。 

・ 目標達成者に対して表彰を

することは、励みになってよ

い。 

 

・ 「生活見直し週間」を定期

に実施、個別の指導ができ

ているので今後も続けてほ

しい。 

・  学校の教育活動をしかっ

り情報発信していくこと

で、来校の機会が増すこと

を期待する。 

 

学校運営の改善

に関する意見 

・  学校行事や参観日など子どもが通学していない地域の世代も進んで気軽に学校に寄れるように、声

をかけて協力していきたい。 

・ 学童保育の存続に向けて保護者の不安に対応していってほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

教 育 目 標  かかわり合うことが好きな麦っ子を育てる 

重 点 目 標 

４ チャレンジ目標 

「大きな声で自分からあいさつをし

ます」 

 

あいさつを充実させることを中心にお

いた豊かな心の醸成 

 

５ チャレンジ目標 

「めざせ年間読書：低学年 300冊（そ

のうち家読200冊）：中・高学年150時

間(そのうち家読100時間)」 

読書活動を礎とした基本的生活習慣の

醸成 

 

 

 

 

１ 取組の状況に

関する意見 

・ 目標を親子で決めて取り組

んでいるのはよいことだ。 

・ 委員会活動として、子ども

たち同志で生き生きとあい

さつ取り組んでいる様子が

うかがえる。 

 

・ 学校教育全体にわたって子

どもたちの安心して学ぶ環

境作りへの取組が見られる。 

 

 

２ 目標の達成状

況による意見 

・ ・  肯定率も高く、学校も保護

者も積極的に取り組んだ成

果がわかる。 

 

 

・ 4 者とも肯定率が９０％を

越えていて達成できている。 

・ 子どもたちもよく活躍して

いる。また保護者も行事への

取組が積極的であり、すばら

しい。 

 

３ 取組の適切さ

の検証結果に対

する意見 

・ 学校だけではなく、家庭・

地域全体で「あいさつ」を今

後も継続して取り組む必要

がある。 

・ 生徒指導面でも「あいさつ」

をとおして、地域全体も安

全・安心が守られている。 

 

・  肯定率の高さから、学校・

保護者・地域が一体となって

取り組んでいる成果といえ

る。 

・  他校と比べて、麦川小の子

どもたちは安心して、ゆった

りと生活している様子がう

かがわれる。 

 

４ 改善方策に対

する意見 

・  学校では、よくあいさつを

する子が、スポーツ少年団や

家庭で、きちんとあいさつが

できていないところが課題

である。 

・  礼儀としてきちんと教え

る必要がある。 

・  地域の大人も積極的に声

かけをしていきたい。 

・ 「いじめ」問題についても

生徒指導主任を中心とした

取組を今後も継続してほし

い。 

 

 


